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　　　　 第５回定例会報告令和7年
第５回定例会には次のとおり議案が上程されました。なお、今定例会では全ての議案が全会一致で可決等

されました。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第75号
令和７年度土岐市一般会計補正予算（第５号）

補正額12億5,709万5千円

議第76号
令和７年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

補正額325万2千円

議第77号
令和７年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第１号）

補正額237万5千円

議第78号
令和７年度土岐市病院事業会計補正予算（第１号）

補正額△2億979万5千円

議第79号
令和７年度土岐市水道事業会計補正予算（第１号）

補正額294万5千円

議第80号
令和７年度土岐市下水道事業会計補正予算（第１号）

補正額△679万8千円

議第81号
土岐市職員の給与に関する条例及び土岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す
る条例について

令和７年の人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、所要の改正をするもの。

議第82号
土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

国家公務員の給与改定に準ずる一般職の職員の期末勤勉手当の支給率改定に準じて、所要の改正をす
るもの。

議第83号
土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

国家公務員の給与改定に準ずる一般職の職員の期末勤勉手当の支給率改定に準じて、所要の改正をす
るもの。

議第84号
土岐市収入印紙等購買基金条例の一部を改正する条例について

岐阜県証紙の廃止に伴い、条文の整理を行うため、所要の改正をするもの。

議第85号
土岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、家庭的保育事業等の利用乳幼児に対
する健康診査の要件が緩和されたため、所要の改正をするもの。

議第86号
土岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を改正
する条例について

児童福祉法の一部改正に伴い、項ずれが生じたため、所要の改正をするもの。

議第87号
土岐市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

乳児等通園支援事業を行うにあたり、児童福祉法の規定により定めることとされている基準を定める
ため、当該条例を定めるもの。

2026年2月15日
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議案番号
議案名

議案の主な内容

議第88号
土岐市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について

乳児等通園支援事業を行うにあたり、子ども・子育て支援法の規定により定めることとされている基
準を定めるため、当該条例を定めるもの。

議第89号
土岐市修学資金の返還免除に関する条例を廃止する条例について

土岐市病院事業の廃止に伴い、将来、土岐市病院事業の施設で職員として勤務する者に対して貸し付
けた資金の返還免除制度を廃止するため、当該条例を廃止するもの。

議第90号
土岐市火災予防条例の一部を改正する条例について

林野火災注意報や林野火災警報の的確な発令によって林野火災予防の実効性を高める等のため、所要
の改正をするもの。

議第91号
岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について

岐阜県市町村会館組合を解散するに当たり、事務の承継について特別の定めを規約に追加することに
ついて、関係地方公共団体と協議をするため議会の議決を求めるもの。

議第92号
岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議について

岐阜県市町村会館組合を解散すること及び解散に伴う財産処分並びに事務の承継等について、関係地
方公共団体と協議をするため議会の議決を求めるもの。

議第93号

岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組
合規約の変更に関する協議について

岐阜県市町村職員退職手当組合から岐阜県市町村会館組合が脱退すること及びこれに伴う規約の変更
について、関係地方公共団体と協議をするため議会の議決を求めるもの。

議第94号
市道路線の認定について

市内道路網の整備を図るため、市道の路線を認定しようとするもの。

議第95号
市道路線の変更について

市内道路網の整備を図るため、市道の路線を変更しようとするもの。

議第96号
防災行政無線同報系設備工事の請負契約の変更について

防災行政無線同報系設備工事の請負契約（令和６年６月28日議第44号議決）について、契約の金額「16
億2,800万円」を「16億719万1,300円」に変更しようとするもの。

議第97号
財産の処分について

金地金１㎏（令和７年10月６日現在の予定価格2,084万8千円）を株式会社 Flawless へ売却しよう
とするもの。

議第98号
土岐市弓道場の指定管理者の指定について

土岐市弓道場の指定管理者として、土岐市弓道協会を指定しようとするもの。

議第99号
土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者の指定について

土岐市温泉活用型健康増進施設の指定管理者として、石黒商事株式会社を指定しようとするもの。

議第100号
令和７年度土岐市一般会計補正予算（第６号）

補正額1億5,904万5千円
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委員会報告（民生常任委員会）

2026年2月15日
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議第75号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第５号）　所管部分
　　　閉院支援業務はどのような業務か。
　　　病院の残置物等の整理を行う業務である。
　　　東濃中部病院事務組合負担金について、増額となる費用の内訳は。
　　　備品等の追加と総合病院から患者を移送する費用等である。

質疑

答弁

質疑

答弁

議第85号　土岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
　　　入園児の健康診断の要件が緩和されたが、省略しても問題はないか。
　　　母子保健法に基づく乳幼児健診が行われた場合において、利用開始時等の健康診断が省略できるとする

ものであり、全く省略するものではない。

質疑

答弁

議第87号　土岐市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　　　利用料に一定の基準はあるのか。
　　　国が１時間あたり300円を標準とするとしており、それをもとに事業者が設定する。
質疑

答弁

議第89号　土岐市修学資金の返還免除に関する条例を廃止する条例
　　　この制度がなくなった後、看護師に係る修学資金の返還免除制度はないか。
　　　東濃西部広域行政事務組合が看護師資格取得支援修学資金貸付制度を令和８年４月から開始する予定で

あり、返還免除の規定がある。
　　　修学金の返還免除を利用している職員はいるか。
　　　すべて終了しているので現在はいない。

質疑

答弁

質疑

答弁

議第97号　財産の処分
　　　何者入札があって買取率は何パーセントなのか。
　　　応札者は1者で買取率は、100.03％である。
質疑

答弁

議第99号　土岐市温泉活用型健康増進施設の指定
管理者の指定
　　　選定委員の学識経験者はどのような方か。
　　　大学の経営学部の教授である。
　　　利用料金の引き上げや指定管理料の交付などの指定管理

の条件変更について、今回の指定管理予定者と協議して
条件を定めたのか。

質疑

答弁

質疑

バーデンパーク SOGI



委員会報告（総務常任委員会）
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議第100号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第６号）　所管部分
　　　物価高対応子育て応援手当はいつごろ支給されるのか。
　　　２月中に支給する予定である。
　　　申請が必要な方と不要な方との違いは。
　　　９月分の児童手当の受給者は申請が不要で、10月から３月までに出生された方の保護者と公務員等は申

請が必要である。
　　　申請漏れを防ぐための手立ては。
　　　対象者に通知するとともに広報ホームページ等で周知する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

議第75号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第５号）　所管部分
　　　繰越明許費について、情報システムの標準化・共通化導入の遅れの原因は。
　　　導入予定のシステムが先行自治体で不具合を起こしているため導入を見送った。
質疑

答弁

議第81号　土岐市職員の給与に関する条例及び土岐市一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例
　　　今回の改正も若手職員に手厚い改正となっているか。
　　　今回の改正も若手職員に手厚くなっている。
　　　通勤手当の増額理由は。
　　　通勤区分の上限が60キロメートル以上だったが100キロメートル以上の区分を新設した。

質疑

答弁

質疑

答弁

議第90号　土岐市火災予防条例の一部を改正する条例
　　　林野火災に関する注意報、警報発令時に規制されるたき火の定義は。
　　　薪、木材などを燃やす行為で火災とまぎらわしい煙等を発する行為

をいう。
　　　条例改正の周知方法は。
　　　ホームページ、SNS、全戸回覧、連合自治会会議等で周知を行う。

質疑

答弁

質疑

答弁

　　　今回の指定管理予定者と協議していない。
　　　温泉施設管理の経験のない事業者が、施設管理経験のある事業者に大差をつけて選ばれたが、その理由は。
　　　経営に関すること、事業計画に関することなど、総合的な評価による。

答弁

質疑

答弁



塩尻市で利用者減少と運転手不足という課題に
対して取り組まれている次世代交通推進事業。市
街地と集落区域や農山村地域を結ぶ公共交通を AI
活用型オンデマンドバスの拡大や令和７年１月に
はレベル４（特定自動運行）が行われた自動運転
バス。地域デジタル人材の育成と塩尻の地域人材
が進める自動運転実装の試み。市と企業共創の交
通 DX への取り組みについて視察してきました。土
岐市でも市民の利便性向上の為に交通 DX への取り
組みを加速させることは急務であると感じました。

須坂市では、耕作放棄地の増加と産業振興や新
規就労地の創出や観光客増等といった地域の発展
とを結びつけ、地域未来投資促進法を活用し、農
地を含む土地を転用して、ものづくり産業施設用
地、物流関連産業施設用地や観光集客施設用地を
創出し、地域経済の牽引事業を計画する事業者を
国とともに支援を行う事業を視察してきました。土
岐市においても、地域発展の為に立地を活かした
企業誘致を働きかけていきたいと思いました。

（委員長：渡邉　豪）

視察先：11月5日（水）長野県塩尻市

視察先：11月6日（木）長野県須坂市

「次世代交通推進事業について」

「地域未来投資促進法を活用した企業立地について」

行 政 視 察 報 告 総務常任委員会

2026年2月15日
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議第100号　令和7年度土岐市一般会計補正予算（第６号）　所管部分
　　　中小企業退職金共済掛金の加入者について、今回の補正でどれだけの増加を見込んでいるか。
　　　当初30名程度を予定していたが60名となったため補正を行った。
質疑
答弁

議第91号　岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議
　　　岐阜県市町村会館組合の業務内容は。
　　　町村会等の岐阜ふれあい会館入居費の支払い事務等や、軽自動車税の申告に関する事務を行っている。
　　　解散による土岐市への影響は。
　　　軽自動車税の申告に関する事務を委託しているが、新たに任意の協議会が設立されるため影響はない。

質疑
答弁
質疑
答弁

議第96号　防災行政無線同報系設備工事の請負契約の変更
　　　2,000万円強減額となる理由は。
　　　北中継局舎解体の取り止めや防災無線子局の設置位置変更等に伴う減額である。
質疑
答弁



日 月 火 水 木 金 土
2/22 23 24 25 26 27 28

本会議　初日
（議案説明）

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

本会議　2日目
（質疑・一般質問等）

本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

民生常任
委員会

15 16 17 18 19 20 21

民生常任
委員会

総務常任
委員会

総務常任
委員会

22 23 24 25 26 27 28

本会議　最終日
（委員長報告・討論・採決等）

3月定例会（予定）� ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

義務教育9年間を見通した小中一貫教育を推進し
ており、教育課程の系統的な編成により、学力の
定着と生徒指導の一貫性が図られていました。小
中教員の連携や情報共有が進み、児童生徒の不安
軽減や円滑な進学につながっている点が印象的で
ありました。施設の一体化や地域との連携も進め
られており、学校の統廃合を見据えた取り組みと
して、本市においても今後の学校教育の在り方を
検討する上で大変参考となる視察でありました。

福知山市が進める「障害者雇用1000人のまちプ
ロジェクト」は障害のある人が地域で安定して働
き続けられることを目指した取り組みであり、市・
企業・支援機関が連携し就労支援から職場定着ま
で切れ目ない体制を構築している点が特長であり
ました。企業理解の促進やマッチング支援により、
継続的な障害者雇用の実績につながっており、本
市における今後の取り組みの方向性を考える上で
有意義な視察でありました。

（委員長：大久保　一夫）

視察先：11月12日（水）滋賀県長浜市

視察先：11月13日（木）京都府福知山市

「小中一貫教育校について」

「福知山市障害者雇用
1000人のまちプロジェクトについて」

行 政 視 察 報 告 民生常任委員会
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
２
０
２
５
年
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
た
共
生
社
会
推
進
に
つ
い
て

　
教
育
現
場
や
福
祉
と
連
携
し
、
デ
フ
ア

ス
リ
ー
ト
と
触
れ
合
う
機
会
の
考
え
は

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
も
非
常
に

有
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
が
い
を
克
服
す

る
挑
戦
の
姿
や
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

発
信
し
、
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
聴
覚
障
が
い
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
、
本
市
の
見
解
は

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と
は
、
障
が
い

の
有
無
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
な
ど
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
公
園
で
あ
り
、
共
生
社
会

の
一
つ
の
方
策
と
し
て
目
指
す
べ
き
公
園

の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
既
存
の
公
園
の
集
約
、
再
編
成
を
踏

ま
え
た
改
修
を
計
画
す
る
際
に
、
先
行
他

市
の
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
公
園
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

　
投
票
所
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
視
覚

障
が
い
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
全
投
票
所
に
点
字
用
の
投
票
用
紙
と
点

字
器
具
で
の
対
応
や
、
記
載
す
る
の
が
困

難
な
方
に
は
代
理
投
票
制
度
を
活
用
。
ま

た
、
老
眼
鏡
、
文
鎮
、
低
い
記
載
台
も
備

え
て
投
票
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
自
身
で
記
入
で
き
る
投
票
用
紙
記
入
補

助
具
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
型
の
補
助
具
で
す
が
、

導
入
済
み
の
自
治
体
で
の
利
用
実
績
、
効

果
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
重
度
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
に
排
泄
管
理
支
援
用
具
が
あ
る
。
紙
お

む
つ
等
の
給
付
の
条
件
は
非
常
に
限
定
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
助
成
の
拡
大
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
制

度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。（
市
長
）

◆
新
博
物
館
に
つ
い
て

　
今
ま
で
何
度
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
が
、
旧
文
化
会
館
で

行
っ
て
き
た
文
化
財
調
査
に
要
す
る
経
費
、

約
２
７
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
何
故
こ

れ
ま
で
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
前
回
の
定
例
会
で
は
博
物
館
全
体
の
コ

ス
ト
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
、
美
濃
陶
磁

歴
史
館
の
コ
ス
ト
で
は
な
い
部
分
の
埋
蔵

文
化
財
に
関
す
る
コ
ス
ト
も
含
め
た
。

特
段
隠
し
事
を
し
た
訳
で
は
無
い
。
そ

の
前
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
美
濃
陶
磁
歴

史
館
と
比
べ
て
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と

の
事
だ
っ
た
の
で
美
濃
陶
磁
歴
史
館
と
は

関
係
な
い
部
分
は
あ
え
て
説
明
を
省
い
た
。

◆
新
博
物
館
周
辺
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
新
博
物
館
の
周
辺
整
備
事
業
と
い
う
の

は
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

現
在
、
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

委
託
し
た
コ
ン
サ
ル
か
ら
は
成
果
品
と
し

て
計
画
書
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

受
け
取
っ
た
後
に
、
市
の
内
部
に
て
協
議

を
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　
天
王
た
め
池
跡
地
の
整
備
や
利
用
方
法

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
天
王
た
め
池
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
普
段
か
ら
市
民
の
皆

様
が
集
う
事
で
賑
わ
い
を
創
出
す
る
場
と

し
て
、
ま
た
、
時
に
は
新
博
物
館
と
連
携

を
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
相
互
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
計
画
を
し
て
い
る
。
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
段
階
的
に
整
備
し

て
い
く
事
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
商
工
会
議
所
が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
る
事
を
報
道
で
知
っ

た
。
資
料
は
商
工
会
議
所
が
独
自
に
制
作
、

パ
ー
ス
図
の
作
成
も
含
め
、
市
は
一
切
関

与
し
て
い
な
い
と
の
事
で
は
あ
る
が
、
本

市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

　
新
博
物
館
の
建
設
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア

の
整
備
が
本
市
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
高

い
と
聞
い
て
お
り
、
本
市
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
事
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
寄
附
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
た
め
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
本
市

で
は
ま
だ
計
画
途
中
の
部
分
も
あ
る
の
で
、

あ
く
ま
で
も
市
の
決
定
し
た
物
と
い
う
事

で
は
困
る
と
い
う
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

　
商
工
会
議
所
か
ら
の
提
案
は
絶
対
に
断

れ
な
い
感
じ
に
も
取
れ
る
が
如
何
で
す
か
。

　
あ
く
ま
で
も
商
工
会
議
所
の
立
場
と
し

て
の
提
案
、
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
事
な
の
で
、

そ
の
後
の
具
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
市

主
導
で
行
っ
て
い
く
の
で
、
そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
は
な
ら
な
い
。

インクルーシブ遊具が整備されている高山市
の原山市民公園

安藤　勝彦

水石　玲子

2026年2月15日
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◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
ど
の
課
に
お
い
て
も
住
民
票
な
ど
を
取

得
す
る
こ
と
は
シ
ス
テ
ム
的
に
無
理
で
す

か
。

　
シ
ス
テ
ム
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
個

人
情
報
の
観
点
や
、
料
金
の
発
生
が
伴
う

た
め
、
ど
の
課
で
も
や
る
こ
と
は
出
来
な

い
。

　
動
線
を
考
え
た
と
き
、
課
の
配
置
を
変

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
費
用
は
か
か
る
が
、
物
理
的
に
は
可
能

で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
市
の
状
況
を
踏
ま

え
た
場
合
、
現
時
点
で
は
こ
の
配
置
が
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
も
利
便
性
が
高
い
。

　
総
合
窓
口
課
を
設
置
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

　
新
庁
舎
建
設
の
際
、
慎
重
に
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
専
門
的
な
対
応
を
迅
速
に
で

き
る
リ
レ
ー
方
式
を
採
用
し
、
現
状
の
配

置
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
合
わ
せ
て
組
織
や
窓
口
の
形
を

見
直
す
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
庁
舎
ト
イ
レ
に
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
設
置
出
来
な
い
か
。

　

設
置
費
用
や
維
持
管
理
費
用
の
問
題
、

ゴ
ミ
の
削
減
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

の
面
か
ら
、
現
時
点
で
は
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

　
お
む
つ
交
換
台
を
増
や
す
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

　
現
在
庁
舎
１
階
に
７
箇
所
、
庁
舎
２
階
、

３
階
に
は
東
側
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
に

１
箇
所
ず
つ
設
置
。
必
要
数
は
設
置
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
つ
い
て

　
本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
台
数
は
。

　

市
役
所
、
小
・
中
学
校
、
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
児
童
館
、
公
民
館
な
ど
に
、
合

計
で
78
台
設
置
し
て
い
る
。

　
買
い
取
り
か
リ
ー
ス
か
、
金
額
は
幾
ら

ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

　
買
い
取
り
で
、
本
体
を
28
万
円
、
パ
ッ

ド
を
１
万
１
千
円
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
４
万

円
と
し
て
計
算
し
た
場
合
、
耐
用
年
数
の

８
年
間
で
１
台
当
た
り
35
万
３
千
円
、
合

計
で
２
７
５
３
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
企
業
な
ど
へ
の
助
成
や
子
ど
も
１
１
０

番
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
設
置
は
出
来
な
い

か
。

　
１
０
０
件
ほ
ど
の
設
置
が
必
要
と
な
り
、

１
億
５
千
万
か
ら
１
億
８
千
万
程
度
の
費

用
が
必
要
と
な
り
、
効
果
、
効
率
の
面
か

ら
、
助
成
や
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
市
民
バ
ス
に
常
設
出
来
な
い
か
。

　
効
果
的
な
観
点
か
ら
今
後
優
先
順
位
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
避
難
所
の
災
害
関
連
死
対
策
に
つ
い
て

　
災
害
関
連
死
と
は
、
地
震
、
洪
水
等
の

自
然
災
害
に
よ
る
直
接
的
な
原
因
で
死
亡

す
る
の
で
は
な
く
、
災
害
後
の
避
難
所
生

活
の
肉
体
的
、
精
神
的
負
担
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
死
亡
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
被
災
地
に
お
い
て
も
、
災
害

時
の
直
接
死
よ
り
災
害
関
連
死
の
方
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
救
え
た
は
ず
の
命
が
救

え
な
か
っ
た
残
念
な
死
と
い
え
ま
す
。
避

難
所
の
環
境
が
不
十
分
な
場
合
、
災
害
関

連
死
に
繋
が
り
、
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
対

策
に
、
避
難
所
の
清
潔
な
ト
イ
レ
（
Ｔ
）、

温
か
い
食
べ
物
（
Ｋ
）、
30
セ
ン
チ
以
上

の
高
さ
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
（
Ｂ
）
が
有

効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
岐
市
内
に
お
け

る
巨
大
地
震
発
生
時
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ
に
つ
い
て
、

十
分
な
体
制
が
準
備
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ス
フ
ィ
ア

基
準
に
よ
る
と
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

発
災
後
初
期
段
階
で
50
人
に
１
基
、
中
期

段
階
で
20
人
に
１
基
と
し
、
女
性
用
と
男

性
用
の
割
合
が
３
対
１
と
な
る
よ
う
に
想

定
避
難
者
数
に
応
じ
て
対
応
す
る
と
規
定

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
本
市
の
広
域
避
難

所
内
の
ト
イ
レ
は
、
簡
易
ト
イ
レ
や
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
合
わ
せ
５
１
６
基
あ
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
避
難
者
数

５
５
１
０
人
が
最
大
規
模
と
捉
え
て
お
り
、

初
期
段
階
及
び
中
期
段
階
で
必
要
な
ト
イ

レ
数
は
基
準
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
メ

ニ
ュ
ー
の
多
様
化
、
適
温
食
事
の
提
供
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
の
利
用
の
検
討
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
防
災
倉
庫
に
は
炊
飯
設
備
を
10

台
備
え
て
い
ま
す
が
、
提
供
で
き
る
食
事

は
合
計
で
１
６
０
０
人
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
炊
飯
設
備
10
台
備
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
例
え
ば
、
食
材
さ
え
あ
れ
ば

そ
う
い
っ
た
も
の
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊
い

た
り
、
そ
れ
ら
を
料
理
を
し
た
り
す
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
の
備
蓄
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡

易
ベ
ッ
ド
が
２
４
０
台
、
そ
れ
か
ら
エ
ア

ベ
ッ
ド
が
１
４
２
０
台
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
が
48
台
の
合
計
で
１
７
０
８
人
分
を
備

蓄
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
議
員
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
高
さ
が
30
セ
ン
チ

と
か
い
う
お
話
に
な
っ
て
く
る
と
エ
ア
ベ

ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
30
セ
ン
チ
は
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

食
事
、
キ
ッ
チ
ン
、
そ
れ
か
ら
ベ
ッ
ド

に
つ
い
て
は
、
５
５
１
０
人
の
避
難
想
定

者
数
に
対
し
て
不
足
し
て
い
る
と
い
う
の

が
現
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
と
し
て
も

課
題
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
お
り
ま
す
。

木股　英明

小栗　恒雄
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◆
日
本
語
学
校
誘
致
に
つ
い
て

　
旧
東
濃
看
護
専
門
学
校
の
建
物
の
貸
付

け
を
進
め
る
方
針
は
市
の
内
部
で
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
検
討
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に

決
定
さ
れ
た
の
か
？

　
東
濃
看
護
専
門
学
校
は
、
泉
大
津
市
の

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
日
本
語
学
校
を

視
察
し
た
後
、
市
長
か
ら
市
長
公
室
で
候

補
地
を
含
め
調
整
す
る
よ
う
指
示
を
受
け

ま
し
た
。
政
策
推
進
課
と
と
も
に
商
工
会

議
所
と
候
補
地
、
開
校
時
期
、
開
校
に
向

け
た
推
進
体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調

整
を
進
め
ま
し
た
。
候
補
地
は
、
日
本
語

学
校
の
許
可
条
件
が
土
地
、
建
物
の
自
己

所
有
か
自
治
体
か
ら
の
20
年
以
上
の
定
期

借
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
定
期
借

地
を
前
提
に
東
濃
看
護
専
門
学
校
が
最
適

で
あ
る
と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
10
月
に
市
長
、
副
市
長
に
報
告
、
そ

の
方
向
で
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
に
市
長
の
指
示
が
出
て

方
向
性
を
決
め
た
の
か
。
令
和
６
年
５
月

の
誘
致
の
会
の
前
に
も
う
既
に
業
者
を
決

め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
？ 

　
（
市
長
）
視
察
は
商
工
会
議
所
と
一
緒

に
行
き
ま
し
た
。
土
岐
市
に
学
校
が
あ
る

と
い
い
ね
と
い
う
話
の
中
で
、
ど
こ
で
具

体
的
に
い
つ
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
な
く
て
、
や
る
と
し
た
ら
ど
う
い
う
候

補
地
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
形
で
聞
い
た

も
の
で
す
。
そ
の
時
に
全
て
を
決
め
た
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
ス
の
松
岡

代
表
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
見

る
と
令
和
５
年
９
月
29
日
の
投
稿
で
「
短

い
期
間
で
誘
致
が
決
定
し
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
の
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

は
恐
ろ
し
く
早
い
流
れ
で
し
た
。
そ
れ
は
、

石
黒
会
頭
の
実
行
力
、
加
藤
市
長
の
決
断

の
早
さ
の
た
ま
も
の
」
と
投
稿
さ
れ
て
い

る
。
視
察
し
た
時
に
も
う
既
に
話
が
つ
い

て
い
た
の
で
は
な
い
か
？

　
（
市
長
）
今
回
の
事
例
は
文
科
省
へ
の

申
請
、
行
政
普
通
財
産
の
貸
付
手
続
と
か

が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
視
察
し
た
こ
と
で

も
っ
て
決
定
し
た
と
先
方
が
勝
手
に
言
っ

た
と
い
う
認
識
で
す
。

　
公
募
を
曲
げ
て
、
会
食
ま
で
し
て
便
宜

を
図
っ
て
い
る
、
間
接
的
な
利
益
誘
導
と

言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　
（
市
長
）
私
ど
も
が
商
工
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
大
阪
へ
視
察
に
行
っ
て
、

夜
に
会
食
を
し
た
の
は
事
実
で
す
。
代
表

の
方
が
投
稿
し
た
こ
と
は
、
事
実
と
違
う

と
い
う
判
断
で
削
除
を
申
し
入
れ
た
。

我
々
の
手
続
、
行
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て

　
近
年
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
成
年

後
見
制
度
の
直
近
の
利
用
者
数
と
今
後
の

見
通
し
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
本
市
の
成
年
後
見
等
開
始
の
申
立
て
件

数
は
直
近
３
年
で
18
件
、
14
件
、
12
件
で

あ
る
。
少
子
化
に
よ
っ
て
親
族
が
高
齢
化

す
る
こ
と
で
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
者

虐
待
に
関
す
る
相
談
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
は
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

申
立
て
が
で
き
る
配
偶
者
や
４
親
等
内

の
親
族
が
お
ら
ず
、
申
立
て
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
市
長
が
申
立
て
等
を
行
っ
て

い
る
。
申
立
て
費
用
、
後
見
人
等
へ
の
報

酬
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
へ
は
成

年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
で
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

周
知
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
、
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
て

き
た
。
制
度
を
知
り
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
周
知

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
成
年
後
見
人
等
が
各
種
通
知
等
の
送
付

先
変
更
を
一
括
登
録
変
更
制
度
、
市
民
後

見
人
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

　
一
括
変
更
に
つ
い
て
は
代
理
権
の
内
容

に
よ
っ
て
出
来
る
内
容
が
限
ら
れ
て
お
り
、

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。
市
民
後
見
人
制

度
に
つ
い
て
は
東
濃
５
市
に
は
東
濃
後
見

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
県
内
で
も
成
年
後
見

制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
先
進
地
域
で
あ

り
、
現
段
階
で
は
導
入
の
必
要
性
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
本

市
の
認
識
、
周
知
に
つ
い
て
。

　
放
置
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
衰
え
、
認

知
症
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
か
ら

周
知
の
必
要
性
が
あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

チ
ラ
シ
配
布
、
聴
覚
健
康
講
座
等
で
普
及

啓
発
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
、
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ヒ
ア
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
提
案
。

伊藤　公男

小関　篤司

2026年2月15日
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

　
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
、
施
設
整
備

の
基
本
的
な
方
針
等
に
つ
い
て

　
長
寿
命
化
計
画
は
平
成
31
年
２
月
に
策

定
し
て
お
り
、
土
岐
市
公
共
施
設
等
管
理

計
画
の
公
共
施
設
の
計
画
的
な
管
理
に
関

す
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
予
防
保
全
に

よ
る
コ
ス
ト
の
平
準
化
の
推
進
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
学
校
施
設
の
多

様
化
の
２
つ
を
掲
げ
て
お
り
、
計
画
的
な

施
設
保
全
に
つ
い
て
は
、
校
舎
、
体
育
館

な
ど
の
劣
化
状
況
を
判
定
し
、
改
修
に
関

わ
る
優
先
順
位
等
を
制
定
し
て
実
施
す
る

が
、
社
会
情
勢
の
変
動
に
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
環
境
整
備
や
空
調
設
備
を
優

先
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
計
画
１
期

の
７
年
目
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
計
画
ど

お
り
実
施
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。
現

状
を
確
認
し
、
長
期
間
に
わ
た
り
安
全
安

心
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
第
２
期
を
含
め

た
期
間
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
計
画
後
の
改
修
、
改
築
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の

第
１
期
の
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
築
年
数

が
40
年
以
上
と
な
る
建
築
物
を
主
に
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
肥
田
中
学
校
、
泉

小
学
校
、
土
岐
津
中
学
校
の
外
壁
改
修
工

事
、
土
岐
津
中
学
校
、
肥
田
小
・
中
学
校

の
屋
上
防
水
工
事
。
長
寿
命
化
計
画
以
外

に
４
つ
の
大
規
模
工
事
を
し
て
お
り
、

①
泉
小
学
校
を
除
く
市
内
全
て
の
小
中
学

校
の
普
通
教
室
及
び
特
別
教
室
の
空
調

設
備
工
事
と
電
気
設
備
改
修
工
事
を
行

っ
た
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
と
し
て
、
市
内
全

て
の
小
中
学
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工

事
を
行
っ
た
。

③
土
岐
津
・
下
石
・
駄
知
小
学
校
、
土
岐

津
・
駄
知
・
肥
田
・
泉
中
学
校
の
屋
内

運
動
場
照
明
器
具
取
替
工
事
を
行
っ
た
。

④
土
岐
津
小
学
校
、
土
岐
津
・
西
陵
・
濃

南
・
肥
田
中
学
校
の
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
を
行
っ
た
。

　
学
校
施
設
の
複
合
化
、
減
築
に
つ
い
て

　
今
年
度
、
校
区
ご
と
の
児
童
・
生
徒
数

の
推
移
を
20
年
後
ま
で
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

濃
南
地
区
で
は
複
式
学
級
が
出
現
す
る
と

か
、
駄
知
・
肥
田
校
区
等
で
小
中
学
校
と

も
に
１
学
年
１
学
級
の
単
学
級
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
少
子
化
が
加
速
す
る

現
状
で
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
た
学
校
規
模

の
適
正
化
の
検
討
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
次
年
度
に
は
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
施
設
の
複
合
化
、
減
築
の
議
論
を

含
め
て
、
今
後
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
土
岐
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

今
回
は
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、

介
護
の
担
い
手
の
人
材
不
足
や
在
宅
介
護
、

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
進
状
況
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
介
護
施
設
、
在
宅
介
護
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
人
材
不
足
の
状
況
は
。

　
現
時
点
で
は
詳
細
を
把
握
で
き
て
い
な

い
が
、
日
頃
か
ら
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の

職
員
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
お
聞
き
す
る
範
囲
で
は
、

介
護
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
お

ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

不
足
状
況
に
つ
い
て
岐
阜
県
内
の
介
護

関
連
に
お
け
る
求
人
の
状
況
を
見
て
み
ま

す
と
、
令
和
７
年
３
月
現
在
の
全
職
種
の

有
効
求
人
倍
率
が
１
・
45
倍
で
あ
る
の
に

対
し
、
介
護
関
連
は
４
・
63
倍
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
の
み
な
ら
ず
介
護
人
材
は
不

足
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
と
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

の
充
実
に
つ
い
て

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
介
護

者
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
限
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
事
業
所
の
中
か
ら

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
今
年
度
か
ら
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
が
地
域
の
支
え
手
と
な
っ
て

地
域
の
空
白
地
を
生
じ
さ
せ
な
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
介
護
の
人
材
確
保
、
在
宅
介
護
の
充
実

は
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
の
た
め
に
は
、
介
護
職

に
対
す
る
魅
力
を
発
信
し
、
社
会
的
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
職
業
で
、
介
護

職
が
周
り
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
職
業
と
し
て

認
知
さ
れ
る
よ
う
、
教
育
に
重
点
を
置
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

在
宅
介
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
訪
問

介
護
な
ど
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
族

や
介
護
者
に
対
す
る
支
援
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す

介
護
に
関
す
る
体
制
や
施
策
の
充
実
に

努
め
る
一
方
で
、
本
市
で
進
め
て
い
る
と

き
げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
一
層
推

進
し
、
介
護
に
頼
ら
な
い
元
気
な
高
齢
者

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

西尾　隆久

水野　哲男
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◆
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル

に
つ
い
て

　
空
調
設
備
の
中
の
冷
媒
ガ
ス
を
フ
ロ
ン

ガ
ス
か
ら
自
然
冷
媒
ガ
ス
に
交
換
す
る
こ

と
で
脱
炭
素
の
取
り
組
み
と
費
用
削
減
を

両
立
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
こ
れ
を
進
め

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
自
然
冷
媒
と
は
、
フ
ロ
ン
類
の
冷
媒
に

代
え
ま
し
て
、
も
と
も
と
自
然
界
に
あ
る

空
気
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
二
酸
化
炭
素
、
水
、

炭
化
水
素
な
ど
を
冷
凍
冷
蔵
や
空
調
の
冷

媒
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
技
術
開

発
に
よ
っ
て
ノ
ン
フ
ロ
ン
化
と
と
も
に
、

従
来
の
冷
媒
に
比
べ
環
境
負
荷
も
低
い
だ

け
で
な
く
熱
交
換
効
率
が
高
い
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
省
エ
ネ
効
果
が
高
い
と
言

わ
れ
、
環
境
省
も
冷
凍
冷
蔵
機
器
の
脱
フ

ロ
ン
、
脱
炭
素
化
事
業
の
導
入
支
援
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
対
応
と
い
た
し

ま
し
て
は
空
調
冷
媒
の
自
然
冷
媒
化
に
つ

い
て
は
非
常
に
新
し
い
技
術
、
設
備
で
省

エ
ネ
効
果
も
高
い
と
言
わ
れ
て
お
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
こ

と
は
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
導
入
コ
ス
ト

も
現
状
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
部
品

供
給
が
可
能
な
限
り
部
品
交
換
等
修
理
を

行
い
使
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
市
南
部
の
観
光
地
の
再
開
発
に
つ
い
て

　
曽
木
町
の
町
民
の
方
々
が
約
25
年
か
け

て
育
て
ら
れ
た
逆
さ
紅
葉
が
、
実
行
委
員

の
方
々
の
高
齢
化
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
毎
年
数
万
人
の

方
が
来
園
し
て
い
た
曽
木
公
園
の
逆
さ
紅

葉
を
、
何
と
か
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

再
開
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
曽
木
町
の
紅
葉
祭
り
と
い
う
の
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
始
め
ら
れ
て
広

げ
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
と
い
う
風
に
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
も
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
じ
ゃ
あ
具
体
的
に
ど
う
い
う

形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
か
。
金
銭
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
の
か
、
労
力
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
な
の
か
、
い
ろ
ん
な
形
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
仕
方
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
地
元
の
皆
さ
ん

の
意
向
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
風
に
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
す
ぐ
に
じ
ゃ
あ
市
が
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
再
開
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
回

答
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

今
後
も
引
き
続
き
大
事
な
地
域
資
源
と
し

て
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
の
で
そ
う
い
う
話
し
合
い
の
場
を
設

け
た
り
し
な
が
ら
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
地
方
公
務
員
の
兼
業
に
つ
い
て

　
一
般
市
民
の
感
覚
と
し
て
は
、
公
務
員

の
兼
業
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
節
が
多
く
あ
り
ま
す
。
岐
阜

県
飛
騨
市
で
は
、
令
和
７
年
11
月
か
ら
兼

業
推
進
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
土
岐
市
で
は
就
労
規
則
で
兼
業
を
認

め
て
い
る
の
か

　
本
市
に
お
い
て
は
、
条
例
、
規
則
に
お

い
て
独
自
に
具
体
的
な
規
定
は
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
任
命
権
者
の
許
可
を
受
け
れ
ば
兼
業

が
可
能
で
あ
り
、
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は

公
益
性
、
公
務
の
適
切
な
遂
行
へ
の
影
響

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、
許

可
の
可
否
に
つ
い
て
は
判
断
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
令
和
７
年
６
月
総
務
省
か
ら
地
方
公
務

員
の
兼
業
に
関
す
る
方
針
を
受
け
て
の
土

岐
市
の
考
え
方
は

　
調
査
･
研
究
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

総
務
省
の
指
針
を
受
け
て
、
土
岐
市
も
そ

う
い
う
場
面
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
そ
の
規

則
な
り
を
つ
く
っ
て
実
施
し
て
も
い
い
か

な
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
職
員
さ
ん
の
企
業
･
会
社
へ
の
派
遣
、

地
域
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て

　
市
か
ら
の
指
示
で
な
く
、
職
員
の
自
主

的
な
考
え
を
基
本
に
し
て
い
る
。

◆
マ
イ
ナ
救
急
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
マ
イ
ナ
救
急
を
実
施
し

て
い
る
が
現
況
は
ど
う
か

　
10
月
11
月
の
救
急
件
数
は
５
１
７
件
で

そ
の
う
ち
１
５
５
件
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
お
り

全
体
の
約
30
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
救
急
で
円
滑
な
搬
送
が
で
き
る

か
、
実
施
率
向
上
の
問
題
は
あ
る
か

　
高
齢
者
の
み
で
情
報
収
集
が
困
難
、
傷

病
者
が
意
識
障
害
で
情
報
把
握
な
ど
が
困

難
な
ど
の
事
案
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
準
備
、
実
施
率
向
上

に
つ
い
て

　
救
急
講
習
会
や
各
自
治
体
の
自
主
防
災

訓
練
と
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

◆
土
岐
市
の
小
･
中
学
生
の
学
力
に
つ
い
て

　

土
岐
市
の
小
･
中
学
校
の
学
力
水
準

は
全
国
に
比
べ
て
ど
う
か

　
小
学
校
で
全
国
を
や
や
下
回
っ
て
お
り

中
学
校
で
は
全
国
平
均
で
理
科
は
や
や
上

回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
力
向
上
対
策
の
た
め
読
書
運
動
・
ス

マ
ホ
の
使
用
に
つ
い
て
は

　
小
学
校
は
朝
読
書
を
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
は
一
部
実
施
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ

使
用
は
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

塚本　俊一

加藤　淳一

2026年2月15日
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土 岐 市 議 会 だ よ り

土岐市議会では、令和７年度議会報告会を10月13日から10月29日にかけ、中学校区を単位とした市
内６会場（平日）と、祝日開催の１会場、あわせて計７回開催しました。今後も開かれた議会を念頭に、
皆様への説明責任を十分に果たしてまいります。

　　　　　　委員会活動について　　地域公共交通について　　議員定数についてテーマ

７会場で133名の方にご参加いただきました
令和7年度議会報告会を開催しました

30代　2%

とても分かり
やすかった
9%

まったく分からなかった
0%

無回答 4%

今回限りだ 2%

分かりにくかった
6%

あまり
参加したいと
思わない
0%

無回答 1%

80代以上 3%

10代・20代
0%

70代　42%

50代　13%
40代　5%

60代　34%

年代 内容の理解 今後、参加したいか

分かり
やすかった
36%

ぜひ参加したい
21%

機会があれば参加したい
73%

ふつう
49%

今回の報告会は、市民の皆さまと我々議員が膝を交えて３つのテー
マについて話し合い、大変多くのご意見をいただくことができました。
ご意見等につきましては、市議会から市長へ報告いたしました。

今回の議会報告会は、参加者の方から「議員と身近に話ができて良
かった」といったお言葉もいただいておりますが、若い世代の方や女
性の方たちの参加が少ない状況であったことは、反省し次回へ繋げた
いと考えております。

また、市議会に対するご意見も多数聴かせていただくことができま
した。いただいたご意見は今後の課題とし、より開かれた身近な議会
を目指してまいります。

〇委員会活動について
・広域ごみ処理施設はどうなっているのか。輸送コストなど土岐・

瑞浪が不利にならないようバランスを見てほしい。
・若い人が政治参加していない。なぜ政治参加しなければいけない

かもう少し学校で、話し合う場所が必要であることを教育するの
はどうか。

・博物館に大きなお金を使うと、我々が求めている例えば福祉などのお金が減らされてしまうのが嫌だ。
〇地域公共交通について

・病院へのルートを増やしてほしい。
・新病院が開院する中で、これからのこと（行って帰る時間帯）をよく考えてほしい。
・AI デマンド交通、どこが新しいのか。バス停はあるのか。子どもだけで乗ることはできるのか。
〇議員定数について

・削減すれば市民の声が届かなくなる。
・数の適正数は分からないが、やる気のない人は要らない。やる気があれば多くても良い。
・定数を減らしてその代わりに議員報酬を上げて、間に合う議員を集めてほしい。
・過去と比べて人口が減っているから、議員も減らせるのではないか。

アンケート結果



今号では、令和７年度補正予算や条例改正の審議内容をはじめ、委員会での議論のポイントを分かりや
すくまとめています。市民生活に直結する課題について各議員がそれぞれの立場から活発な議論を重ねま
した。

また、昨年10月には議会報告会を開催し、多くの市民の皆様にご参加いただき、日頃感じておられる
課題や期待の声を直接伺う貴重な機会となりました。

寒さが厳しい季節ですが、議会では新年度に向けた準備が本格化しています。引き続き、皆様の声を市
政に反映できるよう努めてまいります。

議会だよりが市政を身近に感じていただく一助となれば幸いです。
� (文責：安藤　勝彦)

編集後記

議会だより編集部会 � �������������������������������������
　部会長：北谷峰二　　副部会長：安藤勝彦
　　　　　杉浦司美　加藤淳一　鈴木正義　水野哲男　水石玲子　大久保一夫　渡邉豪
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小学生のみなさんが議場を見学しました。12月4日
土岐津小学

校

２年生

市議会の傍聴は、市政を直接身近に感じることができる大きな機会です。
市役所２階の議会事務局で受付をすればどなたでも傍聴できます。

市政を知っていただくためにも、お気軽にお越しください。

議会を傍聴してみませんか

2026年2月15日
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